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Oを原点とする座標平面上の直線 y = − 1√
3
x+3を l とする．l上の点 P(p, q)に

対し，Oを端点とする半直線 OP上の点 Qは OP ·OQ = 4を満たすとする．このと

き，以下の問いに答えよ．

(1)
#   »

OP = k
#    »

OQ, OQ = dとおくとき，kを dを用いて表せ．

(2) 点 Pが l上を動くとき，点 Qが描く軌跡を求めよ．

(3) l上の点 P1, P2 を P1(3
√
3, 0), P2

(
3
√
3

2
, 3

2

)
とする．点 Pが線分 P1P2 上

を動くとき，点 Qが描く軌跡の長さを求めよ．

(25 信州大 後 工・繊維 2)

【答】

(1) k = 4
d2

(2)

(
x− 2

√
3

9

)2

+
(
y − 2

3

)2

= 16
27
かつ (x, y) \= (0, 0)

(3)
4
√
3

27
π

【解答】

l : y = − 1√
3
x+ 3

OP ·OQ = 4 …… 1⃝

(1) Qは Oを端点とする半直線 OP上の点であり，
#   »
OP = k

#    »
OQを満たすから k > 0であり，

さらに OQ = dを満たすから， 1⃝より

| #   »
OP|| #    »

OQ| = 4 ∴ kd× d = 4 ∴ k = 4
d2 ……（答）

となる．
(2) Qの座標を (x, y)とおくと

#   »
OP = 4

d2
#    »
OQ = 4

x2 + y2 (x, y)

である．Pは l上を動くから

4y

x2 + y2 = − 1√
3

4x
x2 + y2 + 3

⇐⇒

{
4y = − 4√

3
x+ 3(x2 + y2)

x2 + y2 \= 0

⇐⇒

{
x2 + y2 − 4

3
√
3
x− 4

3
y = 0

(x, y) \= (0, 0)

よって，Qが描く軌跡を表す方程式は(
x − 2

√
3

9

)2

+
(
y − 2

3

)2

= 16
27
かつ (x, y) \= (0, 0) ……（答）

である．
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(3) l 上の点 P1(3
√
3, 0), P2

(
3
√
3

2
, 3

2

)
に対

A

P1

l

x

y

O 3
√
3

P2

(
3
√
3

2
, 3
2

)

Q1

Q2

3しQ1, Q2は，(2)の円上にあり，かつそれぞれ半
直線 OP1，OP2 上にあることに注意すると，右
図の位置にある．
∠P1OP2 = π

6
であるから，(2) の円の中心を

Aとおくと，円周角の定理より

∠Q1AQ2 = 2× π
6

= π
3

である．
よって，Pが線分 P1P2 上を動くときの Qが描く軌跡の長さは

4

3
√
3

× π
3

=
4
√
3

27
π ……（答）

である．


